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編

町

宮
藩
中
は
本
町
廿
七
町
の
一
町
に
て
、
十
二
冊
定
書
に
載
せ
た
る
元

秘
九
年
本
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
桶
町
・
桶
片
原
町
と
あ
り
。
同
三
年
の

火
災
記
に
も
、
袋
町
・
桶
町
と
餓
せ
た
れ
ど
、
本
名
は
桶
屋
町
と
い
へ

り
。
承
臆
四
年
正
月
廿
八
日
の
書
札
に
、
桶
屋
町
恩
忍
寺
と
い
ふ
事

を
記
載
し
、
此
の
後
々
も
桶
屋
町
と
も
呼
ぴ
た
り
け
ん
。
元
総
六
年

の
士
幌
に
、
袋
町
の
後
日
桶
屋
町
と
あ
り
。
或
は
云
ふ
。
沓
務
園
初
の

頃
は
鰭
職
人
を
ば
夫
れ
/
¥
一
所
に
取
集
め
居
住
せ
し
め
ら
れ
た

り
。
故
に
鍛
冶
町
・
大
工
町
・
大
鋸
屋
町
・
象
眼
町
な
ど
の
町
名
皆
共

の
職
人
の
集
り
居
た
る
地
也
。
さ
れ
ば
、
此
の
桶
町
も
そ
の
か
み
桶

職
の
者
共
此
の
地
に
集
り
居
た
り
し
故
K
.
桶
屋
町
と
は
呼
び
た
る

た
ら
ん
と
。
按
4
1
る
に
、
此
の
設
さ
も
あ
る
ぺ
し
。
能
登
園
七
尾
に

槍
物
町
と
い
ふ
あ
り
。
此
の
町
は
い
に
し
へ
槍
物
師
共
集
り
居
住

金
滞
古
蹟
志
巷
廿
八

t

a

f

t

-

!
:
8
1
 
町・
0

・

i'

・1
・‘。

す
。
故
に
町
名
に
呼
ぺ
り
と
て
)
則
ち
町
内
に
停
来
す
る
務
組
利
家

卿
の
印
書
に
、
町
の
ひ
も
の
や
之
内
上
手
を
一
人
申
付
可
v
上
候
。
此

方
の
ひ
も
の
を
も
一
人
あ
ひ
そ
へ
の
ぼ
せ
可
v
申
一
広
々
。
と
載
せ
ら
れ

た
り
。
是
等
に
て
も
桶
屋
町
の
事
知
ら
れ
け
り
。

。
桶
片
原
町

元
秘
九
年
本
町
肝
煎
裁
許
附
民
、
楠
町
の
次
に
桶
片
原
町
と
あ
り
。

元
線
三
年
火
災
記
に
、
堀
片
原
町
と
戟
せ
た
る
も
同
町
な
る
べ
し
。

園
事
昌
披
問
答
の
金
津
町
名
附
に
も
、
桶
町
・
掘
片
原
町
と
あ
り
。

O
常
詰
寺
よ
地
町

元
総
九
年
本
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
上
今
町
の
次
に
常
繭
寺
上
ヂ
地
町

と
記
載
す
。
園
事
局
披
問
答
に
は
、
上
今
町
之
内
常
縞
寺
上
市
柏
崎
町
と

あ
れ
ど
も
、
事
和
三
年
幕
府
へ
進
建
の
金
津
町
名
寄
に
、
楠
町
の
下

註
に
常
踊
寺
上
ゲ
地
町
を
載
せ
た
り
。
桶
町
の
縫
き
な
る
故
也
。
今
此

の
町
名
絶
え
た
り
。

。
常
宿
寺
醤
地

木
J

新
保
常
縮
寺
明
細
般
に
、
慶
長
十
二
年
金
滞
に
本
願
寺
別
院
起

立
之
際
、
別
院
看
坊
被
v
命
.
金
滞
陀
羅
尼
鍛
冶
町
に
於
て
地
所
百
廿

丸
坪
拝
受
.
蛍
寺
創
立
す
。
と
あ
り
て
、
初
め
て
此
の
地

K
譜
立
し
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